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■
染
料
植
物
園
を
散
策
し
な
が
ら

染
料
植
物
園
を
散
策
し
な
が
ら

　

草
木
の
不
思
議
に
触
れ
る

　

草
木
の
不
思
議
に
触
れ
る

　

高
崎
駅
東
口
か
ら
車
で
約

　

高
崎
駅
東
口
か
ら
車
で
約
1515
分
。
分
。

吉
井
方
面
に
向
か
う
途
中
、
目
前
に

吉
井
方
面
に
向
か
う
途
中
、
目
前
に

観
音
山
丘
陵
が
広
が
り
、
烏
川
や
河

観
音
山
丘
陵
が
広
が
り
、
烏
川
や
河

川
敷
と
合
わ
せ
た
風
景
に
心
が
浮
き

立
つ
。
滑
る
よ
う
に
城
南
大
橋
を
渡

り
、
つ
き
当
た
り
の
Ｔ
字
路
を
右

折
。
2
つ
目
の
「
館
入
口
」
の
信
号

を
左
折
し
上
り
坂
を
進
ん
で
、
出
て

く
る
案
内
表
示
に
従
っ
て
右
折
。
道

な
り
に
進
む
と
右
側
に
国
内
で
も
珍

し
い
「
高
崎
市
染
料
植
物
園
」
が
あ

る
。
こ
こ
は
草
木
染
の
第
一
人
者
と

し
て
常
に
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

山
崎
青せ

い
じ
ゅ樹

さ
ん
が
、
１
９
８
７
年
に

高
崎
市
文
化
賞
を
受
賞
し
た
の
を
契

機
に
開
園
さ
れ
た
。

　

１
周
６
５
０
メ
ー
ト
ル
の
「
染
料

植
物
の
道
」
は
、「
飛
鳥
・
奈
良
」
か

ら
「
現
代
」
ま
で
、
時
代
ご
と
に
分

類
さ
れ
た
染
料
植
物
が
植
え
ら
れ
、

傍
ら
の
解
説
板
に
よ
っ
て
樹
木
の
名

前
や
染
色
の
彩
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
温
室
で
は
沖
縄
地
域
や
ア
ジ

紅 葉 広 が る 観 音 山 丘 陵

烏
　
川

護国神社

和田橋

聖石橋

城南大橋

至吉井

山頂

R17

陶豆屋
白衣観音

高崎市染料植物園

ひびきばし

錦山荘
洞窟観音・徳明園

観音山丘陵

カフェ ル・テルモス

N

高崎市役所
JR高崎駅

・・・・

館入口

　高崎の大きな魅力のひとつは、自然と都市とが隣り合っていること。昭和 11年に開眼以　高崎の大きな魅力のひとつは、自然と都市とが隣り合っていること。昭和 11年に開眼以　高崎の大きな魅力のひとつは、自然と都市とが隣り合っていること。昭和 11年に開眼以
来、高崎のまちを見守り続けている高さ 41.8 メートルの白衣観音が稜線に立つ観音山丘陵来、高崎のまちを見守り続けている高さ 41.8 メートルの白衣観音が稜線に立つ観音山丘陵
は、市街地の西南部、少林山達磨寺辺りから山名丘陵にかけてなだらかに広がる山並みで、は、市街地の西南部、少林山達磨寺辺りから山名丘陵にかけてなだらかに広がる山並みで、
まさに身近にある自然の宝庫。木々の間から降ってくるような蝉しぐれの季節が過ぎ、さわまさに身近にある自然の宝庫。木々の間から降ってくるような蝉しぐれの季節が過ぎ、さわ
やかな風を感じる季節がやってくると、行楽へと気持ちが膨らむ。
　そこで今回は、高崎市染料植物園・白衣観音・山徳記念公園・錦山荘など観音山丘陵東部
を巡り、古代から伝わる染色文化や染料植物園、日本庭園で自然の彩りを楽しみながら、素
敵なカフェのランチや天然温泉での入浴をプラスして、とっておきの休日を提案する。

深
ま
る
秋
の
彩
り
を
堪
能
す
る

観
音
山
散
策

深
ま
る
秋
の
彩
り
を
堪
能
す
る

観
音
山
散
策

秋色三昧

※市内循環バス「ぐるりん」で、染料植物園には《農二・染料植物園コース》高崎駅
　西口～染料植物園入口まで 19分。帰り・27分。　洞窟観音 /錦山荘 /ル・テルモ
　スには《片岡・観音山コース》高崎駅西口～洞窟観音入口まで 17分。帰り・27分



ア
南
部
の
珍
し
い
染
料
植
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
自
由
に
利
用
で
き
る

休
憩
所
も
快
適
で
、
お
弁
当
な
ど
を

持
っ
て
時
間
を
か
け
て
巡
る
の
も
い

い
。
土
日
祝
日
は
ワ
ン
コ
イ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
も
利
用
で
き
る
。
知
識
が
深

ま
る
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
散
策
は
、
植
物

園
な
ら
で
は
の
充
実
感
が
あ
る
。

　

秋
に
な
っ
て
黄
色
く
色
づ
く
と
独

特
の
甘
い
香
り
を
発
す
る
と
い
う
カ

ツ
ラ
の
木
。
ハ
ー
ト
形
の
落
葉
を
一
枚

手
帳
に
は
さ
ん
で
お
く
と
、
そ
の
香

り
を
長
く
身
近
に
楽
し
め
る
。
園
内

に
あ
る
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
？

■
染
色
工
芸
館
で
、
万
葉
か
ら
始
ま
る

　

豊
か
な
染
色
文
化
を
堪
能
す
る

　

染
色
工
芸
館
の
展
示
室
で
は
、
飛

鳥
・
奈
良
時
代
の
冠
位
や
平
安
の
王

朝
文
化
の
衣
装
、
そ
し
て
武
家
社
会

の
鎧
な
ど
を
彩
っ
て
き
た
色
彩
が
草

木
染
で
再
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
繊

細
で
美
し
い
色
合
い
は
、
日
本
の
染

色
文
化
の
豊
か
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
紫
色
は
「
高

貴
な
色
」
と
さ
れ
、
そ
の
染
料
は
紫

草
の
根
だ
け
で
な
く
、
貝
の
分
泌
液

が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
展
示
な
ど

に
も
興
味
を
ひ
か
れ
た
。

　

ま
た
、
建
物
内
の
実
習
室
で
は
実

際
に
草
木
染
や
藍
染
を
体
験
し
、
自

然
の
神
秘
や
温
も
り
を
肌
で
味
わ
う

こ
と
も
で
き
る
。（
要
予
約
）

■
ひ
び
き
ば
し
か
ら
白
衣
観
音
へ

染
色
工
芸
館
の
ロ
ビ
ー
か
ら
、
白

衣
観
音
像
の
後
姿
と
朱
色
の
ひ
び
き

ば
し
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
な

風
景
が
見
え
る
。
植
物
園
か
ら
木
道

を
通
り
抜
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張

感
を
も
っ
て
ひ
び
き
ば
し
を
渡
る

と
、
観
音
像
の
足
元
に
出
る
ま
で
徒

歩
で
10
分
ほ
ど
。
う
つ
む
き
加
減
の

眼
差
し
、
ふ
く
よ
か
で
慈
愛
に
満
ち

た
頬
。
観
音
様
は
訪
れ
る
た
び
に
新

鮮
な
神
々
し
さ
を
放
っ
て
い
る
。

　

こ
の
白
衣
観
音
は
日
頃
よ
り
観
音

様
を
信
仰
し
て
い
た
市
内
の
有
力

者
・
井
上
保
三
郎
が
、
戦
没
者
慰
霊

供
養
や
観
光
高
崎
の
建
設
等
を
目
的

に
、
丸
2
年
の
歳
月
と
莫
大
な
私
財

を
投
じ
て
建
立
し
た
も
の
。
そ
の
井

上
保
三
郎
の
像
が
慈
眼
院
境
内
に
観

音
像
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
建
っ
て

い
る
の
を
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
明
治
維
新
に
生
ま

れ
た
保
三
郎
が
高
崎
を
思
っ
て
行
っ

て
き
た
事
業
は
多
く
、
そ
の
歴
史
を

て
き
た
事
業
は
多
く
、
そ
の
歴
史
を

ひ
も
解
い
て
み
る
と
、
見
上
げ
る
観

ひ
も
解
い
て
み
る
と
、
見
上
げ
る
観

音
像
の
表
情
が
少
し
違
っ
て
見
え
る

音
像
の
表
情
が
少
し
違
っ
て
見
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

か
つ
て
カ
ッ
プ
ル
で
こ
こ
を
訪
れ

　

か
つ
て
カ
ッ
プ
ル
で
こ
こ
を
訪
れ

る
と
、
観
音
様
が
や
き
も
ち
を
焼

る
と
、
観
音
様
が
や
き
も
ち
を
焼

い
て
、
仲
を
引
き
裂
く
と
い
う
噂
も

い
て
、
仲
を
引
き
裂
く
と
い
う
噂
も

あ
っ
た
が
、
実
は
観
音
像
の
後
ろ
に

あ
っ
た
が
、
実
は
観
音
像
の
後
ろ
に

は
六
角
堂
の
「
光こ

う
お
ん
ど
う

音
堂
」
が
あ
り
、

」
が
あ
り
、

縁
結
び
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
行
わ
れ

バ
レ
ン
タ
イ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
行
わ
れ

る
慈
眼
院
の
「
赤
い
糸
祈
願
祭
」
に

る
慈
眼
院
の
「
赤
い
糸
祈
願
祭
」
に

は
、
観
音
様
と
光
音
堂
の
パ
ワ
ー
を

は
、
観
音
様
と
光
音
堂
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
い
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ

も
ら
い
に
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ

て
い
る
。

秋　色　三　昧秋　色　三　昧秋　色　三　昧

◀草木染で再現された
　王朝の色彩

■高崎市染料植物園 
　住所：高崎市寺尾町 2302-11  
　電話：TEL.027-328-6808
　開園時間： 9 時～ 16 時 30分
　　　　　   （入館は 16 時まで） 
　休園日：月曜・祝日の翌日　　　　
　　　  　 　 年末年始
　入館料：一般 100円 大高生 80円、
　　　     65 歳以上・中学生以下・　
　　　  　　 身障者は無料 
     （企画展開催中は入館料に変更あり）
　　染料植物園：無料



ほ
ど
の
和
室
が
あ
り
、
玄
関
で
履
き

物
を
脱
い
で
上
が
る
と
、
友
人
宅
を

訪
れ
た
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
。
ラ
ン

チ
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
パ
イ
生

地
に
季
節
の
野
菜
や
ベ
ー
コ
ン
、
魚

介
等
の
具
材
を
加
え
オ
ー
ブ
ン
で
焼

き
上
げ
る
「
キ
ッ
シ
ュ
」。
そ
し
て
そ

ば
粉
を
素
材
と
し
た
生
地
に
肉
や
魚

介
、
玉
子
、
サ
ラ
ダ
な
ど
を
載
せ
て

焼
い
た
「
ガ
レ
ッ
ト
」、
ど
ち
ら
も
フ

ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
だ
。
最
近
は
こ

れ
に
カ
レ
ー
ド
リ
ア
も
加
わ
っ
た
。

ス
ー
プ
、
前
菜
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
に
ド
リ
ン
ク
。
里
山
の
自
然
に

抱
か
れ
た
隠
れ
家
で
い
た
だ
く
ラ
ン

チ
は
、
ゆ
っ
た
り
と
幸
せ
な
時
間
が

流
れ
、
つ
い
つ
い
長
居
を
し
が
ち
。

カ
フ
ェ
巡
り
を
楽
し
む
若
者
や
中
高

年
カ
ッ
プ
ル
な
ど
他
県
か
ら
足
を
の

ば
し
て
来
店
す
る
人
も
多
い
と
い
う
。

■
地
中
に
潜
む
観
音
様
パ
ワ
ー

　

錦
に
染
ま
る
日
本
庭
園

　

居
心
地
の
い
い
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
く

り
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
楽
し
ん
だ
後

は
、
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
「
洞
窟
観

音
・
徳
明
園
」
へ
。

　

白
衣
観
音
が
観
音
山
丘
陵
の
表
の

顔
な
ら
、
洞
窟
観
音
は
地
中
に
眠
る

裏
の
顔
的
な
存
在
。
こ
の
洞
窟
観
音

は
、
13
歳
で
高
崎
田
町
に
呉
服
店
を

出
店
し
、
現
在
の
価
格
で
１
０
０
億

円
を
超
え
る
財
を
な
し
た
山
田
徳
蔵

が
、
人
々
が
共
に
楽
し
め
る
霊
場
を

建
設
し
よ
う
と
私
財
を
投
じ
て
、
大

正
8
年
か
ら
着
工
し
50
年
間
を
か
け

て
作
り
上
げ
た
も
の
。
ツ
ル
ハ
シ
や

ス
コ
ッ
プ
な
ど
全
て
人
力
で
山
を
抜

き
、
石
を
運
ぶ
こ
と
１
６
、７
６
４

日
、〝
一
念
岩
を
も
通
す
〞
勢
い
で

成
し
遂
げ
た
と
い
う
驚
愕
の
創
造
物

だ
。

　

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
肌
、
暗
い
洞
窟

の
中
で
明
か
り
に
浮
か
び
上
が
る

石
の
造
形
の
世
界
は
、
鬼
気
迫
る
も

の
が
あ
る
。
年
間
を
通
じ
て
17
℃
程

度
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
洞
窟
観

音
。
一
巡
り
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
幻

      

■
山
里
の
隠
れ
家
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
で

山
里
の
隠
れ
家
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
で

　

フ
ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
を
い
た
だ
く

　

フ
ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
を
い
た
だ
く

　

フ
ラ
ン
ス
の
郷
土
料
理
を
い
た
だ
く

　

午
前
9
時
半
頃
か
ら
染
料
植
物
園

や
白
衣
観
音
を
巡
っ
て
約
2
時
間
。

そ
ろ
そ
ろ
お
腹
も
す
い
て
く
る
。
染

料
植
物
園
の
駐
車
場
に
お
い
た
車
に

戻
り
、
来
た
道
を
引
き
返
し
て
「
館

入
口
」
の
信
号
に
出
た
ら
左
折
。

そ
の
ま
ま
道
な
り
に
進
み
、「
石
原

町
」
の
信
号
を
左
折
し
、
清
水
寺
に

つ
き
当
た
る
手
前
を
「
洞
窟
観
音
」

の
表
示
に
従
い
左
折
し
て
羽
衣
線
を

進
む
。「
洞
窟
観
音
」
へ
と
左
折
す

る
道
を
通
り
過
ぎ
て
す
ぐ
右
側
に
、

白
い
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が
目
印
の

「
カ
フ
ェ
ル
・
テ
ル
モ
ス
（
魔
法
の

ビ
ン
）」
が
あ
る
。

　

白
い
小
さ
な
家
と
芝
生
の
庭
が
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
。
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
6
畳

紅 葉 広 が る 観 音 山 丘 陵

■洞窟観音・徳明園
　住所：高崎市石原町 2857 
　電話：027-323-3766 
　休園日：12月 26日～ 30日
　開園時間：平日 10時～ 16時 
            　　土日祝日 10時～ 17時（4月～ 11月）
　　　　　　（冬季は一律 16時まで）
　入館料：大人 800 円（小中学生 400円）
        　 　冬季は大人 600円（小中学生 300円）
※園内にある山徳記念館も見学できる。

秋色三昧

■カフェ ル・テルモス
　住所：高崎市石原町 2652-1
　電話：027-323-1622（食事要予約）
営業時間：10時 30分～

　　　（ランチタイム 11時 30分～ 14時）
　定休日：火曜・水曜
※夜の宴会やパーティーなどのニーズ
にも応じている。



あ
る
日
本
家
屋
の
縁
側
に
腰
を
下
ろ

し
て
眺
め
る
の
が
一
番
。

■
旅
情
を
か
き
た
て
る

　

高
崎
の
奥
座
敷
「
錦
山
荘
」

〝
秋
の
日
脚
は 

観
音
山
に 

　
　
　

落
ち
て
夕
闇 

立
田
の
姫
も

　

織
る
が
紅
葉
の
錦
山
荘
は

　
　

   

浮
世
離
れ
た 

別
天
地
〞

　

洞
窟
観
音
・
徳
明
園
を
出
て
下
る

と
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
錦
山
荘
」

は
、
昭
和
4
年
（
１
９
２
９
）
創
業

の
料
亭
旅
館
。
品
格
の
あ
る
た
た
ず

ま
い
と
良
質
の
天
然
温
泉
が
魅
力

だ
。
新
渡
戸
稲
造
や
犬
養
毅
な
ど
、

当
時
の
政
治
家
や
実
業
家
が
足
を
運

ぶ
「
高
崎
の
奥
座
敷
」
と
し
て
利
用

さ
れ
た
と
い
う
。
創
業
当
時
発
表
さ

れ
た
淡
谷
の
り
子
が
歌
っ
た
「
高
崎

小
唄
」
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
歌
詞

が
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
秋
に
は
辺

り
一
面
が
錦
に
染
ま
る
。
宿
泊
は
も

ち
ろ
ん
、
日
帰
り
の
利
用
も
お
ス
ス

メ
し
た
い
。

　

展
望
風
呂
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

丸
太
を
組
ん
だ
天
井
や
、
高
崎
市
街

地
と
そ
の
向
こ
う
に
赤
城
山
を
見
わ

た
し
な
が
ら
、
と
ろ
り
肌
に
馴
染
む

温
泉
に
ゆ
っ
た
り
つ
か
る
と
、
旅
情

た
っ
ぷ
り
で
、
こ
こ
が
高
崎
駅
か
ら

車
で
わ
ず
か
10
分
足
ら
ず
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
の
が
信
じ
ら
れ
な
い

ほ
ど
。

〝
秋
は
夕
暮
。
夕
日
の
さ
し
て
、

　

山
の
端は

い
と
近
う
な
り
た
る
に
、

　

鳥
の
寝
ど
こ
ろ
へ
行
く
と
て
…
〞

　

鳥
の
寝
ど
こ
ろ
へ
行
く
と
て
…
〞

　

染
料
植
物
園
染
色
工
芸
館
で
見
た

　

染
料
植
物
園
染
色
工
芸
館
で
見
た

平
安
王
朝
の
草
木
染
の
繊
細
な
色
合

平
安
王
朝
の
草
木
染
の
繊
細
な
色
合

い
を
思
い
出
し
な
が
ら
『
枕
草
子
』

い
を
思
い
出
し
な
が
ら
『
枕
草
子
』

い
を
思
い
出
し
な
が
ら
『
枕
草
子
』

の
一
節
が
口
を
つ
い
た
。

の
一
節
が
口
を
つ
い
た
。

の
一
節
が
口
を
つ
い
た
。

想
的
な
世
界
は
不
思
議
な
パ
ワ
ー
に

あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
洞
窟
観
音
と
同
時
に
造
成

が
進
め
ら
れ
た
「
徳
明
園
」
は
、
北

関
東
随
一
と
い
わ
れ
る
見
事
な
回
遊

式
日
本
庭
園
で
、
秋
の
紅
葉
の
時
季

が
こ
と
さ
ら
に
美
し
い
。
移
ろ
う
季

節
が
織
り
な
す
自
然
美
は
、
園
内
に

　180年の歴史を誇るドイツの紅茶メーカーであるRonnefeldt（ロ
ンネフェルト）。優れた品質と時間と手間を充分にかけた製法で、
ドイツ国内の 5つ星級のホテルや世界唯一の 7つ星ホテル・バー
ジアルアラブホテル等でその紅茶が使用されている。
　石原町にある「陶豆屋」は、このロンネフェルト紅茶の認定
ティーブティック。知識、接客、サービスの質も高く、国内に4店
舗しかない優良店にも認定されているうえ、品揃えは120種超と
日本一を誇る。店長の鈴木さんが、紅茶の種類や美味しい入れ方を
丁寧に説明しながら、実際に紅茶やハーブティー、フルーツティー
などを入れてくれる。また気になる紅茶があれば試飲もOK。
　紅葉狩りやお月見、読書のおともなどに、至福の時を連れてく
るロンネフェルトの紅茶はいかが ?  贈答用などにもぜひ。

世界最高級ブランド「ロンネフェルト紅茶」
 認定ティーブテックで好みの紅茶に出会う

■ロンネフェルト紅茶認定
   ティーブティック高崎 陶豆屋
　住所：高崎市石原町 3235 
　電話：027-327-4151
　営業時間：10時～ 19時  年中無休
   http://toutouya.ocnk.net/

コラム

■錦山荘（高崎観音山天然温泉）
　住所：高崎市石原町 2892 
　電話：027-322-2916
　営業時間：10時～ 21時
　　　　　　（年中無休）
　 http://www.kinzanso.com/
　料金：3時間コース 大人 650 円
※事前にホームページにアクセ
スし印刷したクーポン券を持参
すると 550円になる。

C  O  L  U  M  N

秋　色　三　昧
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高
崎
市
の
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の
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ベ
ン
ト第２３回高崎マーチングフェスティバルＥＶＥＮＴ

　今年度のフェスティバルは、招聘バンドに、
群馬県警音楽隊をはじめ県外より横浜ロビン
ス、 White Shooting Stars、ジェネシス等の
トップクラスのバンドを迎え地元の園、小、
中、高、一般バンド４７団体、総勢５７団体
が素晴らしい演奏演技を披露します。また、
今回も高崎マーチングフェスティバルオリジ
ナル「がんばろう日本」の缶バッチ売上の一
部を東日本大震災に対する支援金として寄付
致します。

●お問い合わせ
　高崎マーチングフェスティバル協会事務局　
　TEL.０２７－３２6－5926

10 
（土）（日）
20 21・

ＥＶＥＮＴ 高崎商都博覧会 2 0 1 2 秋
　高崎中心市街地の大型店５店（スズラン高崎店・高崎髙島屋・高崎モントレー・
高崎ビブレ・ヤマダ電機ＬＡＢＩ１高崎）による共同販促企画である「高崎商都
博覧会２０１２秋」を１０月１７日（水）～２１日（日）の期間開催します。
　期間中は、催事や記念セールなど大型店ならではの趣向を凝らした企画が目白
押しです。なかでも、２店舗以上で買い物をされた方が参加できる「高崎５店ぐ
るりんスタンプ」は、買い物すればするほど、豪華景品が当るチャンスが広がる、
お得な大抽選会です。
　また、今回も、まちなかの商店街（高崎中部名店街、大手前慈光通り商店街組合、
ハナハナストリート）が連携し、多彩なイベントを開催します。

10 
（水） （日）
17 21～

《抽選期間》
１０月２０日（土）
　　　～２１日（日）

高崎音楽祭 2012 ＣＯＮＣＥＲＴ
「音楽のある街 高崎」のエキサイティングな音楽祭。
TAKASAKI MUSIC FESTIVAL 2012

●お問い合わせ：高崎商工会議所・商業振興課　TEL.０２７－３６１－５１７１

キングオブパスタ2012  今年も開催します！ ＥＶＥＮＴ

●お問い合わせ：キングオブパスタ実行委員会   TEL.０２７－３２３－２８６８

　高崎市内の美味しいパスタが一度に楽しめるキングオブパスタ。今
回は、会場をもてなし広場から高崎競馬場に移して開催します。チケッ
トは 5食分の食券付きで１,５００円です。（売り切れ次第終了）チケッ
トの半券が投票用紙になっており、皆様の投票によって、今年のキン
グオブパスタが決定します。

午前１０時～午後 5時　高崎競馬場

●キッズドリル
　開催：１０月２０日（土）１０時～１４時　
　会場：城南野球場
●パレード
　開催：１０月２１日（日）１０時～１３時
　会場：シンフォニーロード～城南野球場
●フィールドドリル
　開催：１０月２１日（日）１１時～１５時
　会場：城南野球場

11 
（祝）
23

＊左記催しの時間帯は予定です。当日は変更する可能性があります

●ステージドリルショー　
　開催：２０１３年 ３月２日（土）１７時 開演（予定）
　会場：音楽センター

開　催：10月 21日（日）13 時 30分～
入場料：無料

開　催：10月 20日（土）15 時～
入場料：無料開　催：11月 3日（土）18 時～

入場料：無料（公募招待）

出　演：熱帯ジャズ楽団スペシャルコンボ
　　　　スペシャルゲスト／ Fried Pride

●お問い合わせ：高崎音楽祭委員会事務局　TEL.０２７－３２２－９１９５

高崎音楽市場
Fairies トーク&ミニライブ

高崎マスカレード 2012
【 公 募 招 待 講 演 】
Tropical Jam Night vol.2
熱帯ジャズ楽団スペシャルコンボ

　今回で 3 回目となる、高崎音楽祭の高崎西口前特設ス
テージ。今年は「高崎音楽市場」と称し、10 月 20 日か
ら約 1ヶ月間、毎週末エキサイティングなステージをご
用意いたします。駅前を賑やかに彩る「音楽市場」にご
期待ください。

●開催期間：10月 20日（土）～11月18日（日）

※当日午前 10 時より、会場にて座席
　指定整理券を配布します。
（座席の指定はできません）

※公募招待のため、観覧には事前申し込みが必要です

高崎駅西口駅前広場で開催！

ＥＶＥＮＴ

※仮面舞踏会のようなパレード、生演奏、
　ダンス、ファッションコンテストなど
　多彩なイベントを予定しています。
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ＥＶＥＮＴ

ようこそ高崎 人情市

●お問い合わせ：事務局 NPO法人高崎やる気堂（高崎市石原町 3235）
　 TEL&FAX ０２７－３２１－９２６２　http://ninjou.gunmablog.net/

今後のスケジュール
平成 24年 10 月 28 日（日）　（午前 8時～午後 3時）　※会場：市庁舎前広場
平成 24年 11 月 25 日（日）　（午前 8時～午後 3時　）※会場：もてなし広場
平成 24年 12 月 23 日（日）　（午前 8時～午後 3時）　※会場：もてなし広場

ＥＶＥＮＴ

 

会場が異なります

第８４回 高崎えびす講市

●お問い合わせ：高崎えびす講市実行委員会事務局  TEL.０２７－３６１－５１７１

　高崎市内の小売業者が商売の福神様であるえびす様に一
年の商売繁盛を祈願するとともに、お客様への日頃のご愛
顧に対し、年に一度の報恩感謝の意を込めて大売出しを行
う商都高崎を代表する商業イベントです。
　今年は１１月２４日（土）～２５日（日）に開催され、
お客様への報恩感謝と廉売を形に表した、『えびす札』と呼
ばれる抽選券付きの目玉商品を販売致します。また、新た
な企画として、商店主が講師となり、プロの技や知識を市
民の方々に体験していただく「まちなかゼミナール」を開
講します。
　他にも、「富くじ抽選会」や「千社札めぐり」、各商店街
独自の多彩なイベントも多数行われており、開催期間中は
中心市街地が熱気に包まれます。

1 0 月～1 2 月の主な開催イベント
ＥＶＥＮＴ

●お問い合わせ：㈳高崎観光協会事務局   TEL.０２７－３２１－１２５７

コスモスまつり（鼻高町） 

高崎観音だるまマーチ（高松町） 

鎌倉街道武者行列（城南･南･中央地区）

祭典 五霊神社（貝沢町）/例祭 諏訪神社（大八木町）

琴平神社（新後閑町） /秋祭 進雄神社（柴崎町）

金古諏訪神社（金古町）/三ツ寺諏訪神社（三ツ寺町）

保渡田諏訪神社（保渡田町）/保渡田榛名神社（保渡田町） 

琴平神社大祭（新後閑町）
琴平宮の例祭（下室田町）

獅子舞 水沼神社（倉渕町） 

長根神社秋祭 獅子舞奉納（吉井町）
たかさき雷舞フェスティバル もてなし広場（高松町）

例大祭 山名八幡宮（山名町） 

例大祭 護国神社（乗附町） 

秋祭 高崎神社（赤坂町） 

高崎バル（中心市街地の参加飲食店）

太太神楽 小祝神社（石原町） 
例大祭 飯玉神社（飯塚町） 

秋季例大祭 倉賀野神社（倉賀野町） 

第2７回たかさき能 群馬音楽センター（高松町） 
かみつけの里古墳まつり（井出町） 

榛名ふるさと祭り 榛名支所前広場（下室田町）

10 月 14 日まで

10 月 6日・7日

10 月 8日

10 月 9日

10 月 10 日

10 月 13 日

10 月 14 日

10 月 15 日・16 日

10 月 16 日・17 日

10 月 18 日・19 日

10 月 18 日～ 21 日

10 月 19 日

10 月 20 日

10 月 20 日・21日

クラインガルデン収穫祭（倉渕町） 
箕輪城まつり 箕輪城跡・御前曲輪（箕郷町）

例大祭 八幡八幡宮（八幡町） 
烏川渓谷ロードレース はまゆう山荘（倉渕町） 
しんまち大道芸まつり・商工祭 いちょう並木通り（新町） 

道祖神の里めぐり（倉渕町）

吉井秋まつり （吉井町） 

子育鬼子母神大祭 妙福寺（箕郷町） 

甘酒千人供養 慈眼院（石原町） 

くらぶちやまなみ祭（倉渕町）

太々神楽 (秋の奉納 ) 椿名神社（倉渕町） 

高崎菊花連合大会 護国神社境内（乗附町） 

少林山菊花大会 少林山達磨寺（鼻高町） 

新そば祭り（榛名山町）
新町イルミネーション（新町） 
ＨＯＴまちなかイルミネーション（吉井町）

榛名湖イルミネーションフェスタ（榛名湖町） 

仕舞琴平 琴平神社（新後閑町） 

松市 於菊稲荷神社（新町） 

除夜会・二年詣り 仁叟寺 （吉井町）

年越大跋式 倉賀野神社（倉賀野町） 

たかさき光のページェント（高崎駅西口特設会場）

10 月 28 日

11 月 3日

11 月 4日

11 月 10 日・11 日

11 月 12 日

11 月 17 日

11 月 23 日

11 月上・中旬

12 月 1・2日

12月 1日～ 1月 31 日
12 月 2日～ 1月 12 日

12 月 7日～ 12 月 26 日

12 月 10 日

12 月 28 日

12 月 31 日

12 月中旬～

11 
（土）（日）
24 25・
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高崎市民オーケストラ誕生秘話
群 馬 交 響 楽 団

「
観
光
た
か
さ
き
」
秋
号
（
第
１
２
０
号
） 

平
成
24
年
10
月
１
日
発
行　

㈳
高
崎
観
光
協
会
／
高
崎
市
高
松
町
（
高
崎
市
役
所
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７-

３
２
１-

１
２
５
７ 

■
制
作
／
株
式
会
社
グ
ラ
ス
ロ
ー
ド
社 

TAKASAKI

高崎の観光再発見 VOL.6 昭　和　の　時　代

URL： http://www.takasaki-kankoukyoukai.or.jp　E-mail：kankoukyoukai@city.takasaki.gunma.jp
お問い合わせは㈳高崎観光協会事務局へ　TEL.027-321-1257

　

高
崎
で
は
8
月
24
日
夜
、
第
二
中
学
講
堂

で
開
催
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
岩
崎
昶
、
今

井
正
監
督
ら
ス
タ
ッ
フ
、
主
演
の
岸
恵
子
、

岡
田
英
次
、
小
林
桂
樹
ら
が
あ
い
さ
つ
し
、

群
馬
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
当
時
の
群
響
の

呼
称
）
の
演
奏
な
ど
で
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ

た
。
発
会
式
の
入
場
券
は
前
売
り
１
０
０
円

で
、
県
下
に
5
万
枚
を
売
り
さ
ば
き
、
後
援

会
費
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。

●
85
日
間
の
長
期
ロ
ケ

　

ロ
ケ
隊
の
一
行
は
、
既
に
先
発
隊
が
高
崎

に
乗
り
込
み
、
市
内
の
各
所
に
セ
ッ
ト
の
組

み
立
て
を
進
め
て
い
た
。
本
部
は
駅
前
安
田

屋
旅
館
、
俳
優
宿
舎
は
豊
田
屋
旅
館
に
決

定
、
8
月
28
日
か
ら
85
日
間
の
長
期
に
わ
た

る
撮
影
が
始
ま
っ
た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
は
一
場

面
最
高
６
０
０
人
ま
で
動
員
さ
れ
、
試
写
会

の
無
料
招
待
券
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
前
年
に
『
君
の
名
は
』
で
真
知
子
を

演
じ
て
国
民
的
ヒ
ロ
イ
ン
と
な
っ
た
岸
恵
子

の
人
気
は
絶
大
で
、
ロ
ケ
の
先
々
で
大
変
な

騒
ぎ
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

群
馬
交
響
楽
団
の
草
創
期
を
描
き
、
そ
の

存
在
を
広
く
世
に
知
ら
し
め
た
映
画
「
こ
こ

に
泉
あ
り
」。
出
演
者
は
岸
恵
子
、
岡
田
英

次
、
津
島
恵
子
、
小
林
桂
樹
、
三
井
弘
次
、

加
東
大
介
、
東
野
英
次
郎
他
、
群
馬
ゆ
か

り
の
名
優
が
連
な
る
。
戦
後
間
も
な
く
ま
だ

娯
楽
の
少
な
い
時
代
だ
っ
た
昭
和
30
年
2
月

に
封
切
ら
れ
、
そ
の
年
の
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス

ト
テ
ン
の
5
位
に
選
ば
れ
た
。
昭
和
29
年
夏

に
高
崎
や
群
馬
県
内
で
映
画
の
ロ
ケ
が
行
わ

れ
、
撮
影
は
ま
ち
を
挙
げ
て
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

●
予
定
よ
り
４
カ
月
遅
れ
た
ロ
ケ

　
「
こ
こ
に
泉
あ
り
」
の
ロ
ケ
予
定
が
最
初

に
発
表
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
29
年
4
月
。
こ

の
時
点
で
、
群
響
が
山
村
の
小
中
学
校
へ
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
向
か
う
シ
ー
ン
は
、
吹
雪

の
越
後
湯
沢
で
撮
影
済
み
だ
っ
た
。
高
崎
市

民
は
、
ロ
ケ
が
始
ま
る
の
を
待
っ
た
が
、
シ

ナ
リ
オ
が
難
産
で
、
実
際
に
撮
影
が
始
ま
っ

た
の
は
8
月
だ
っ
た
。「
今
度
こ
そ
本
当
に
」

と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、
何
度
も
延
期
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

高
崎
市
内
で
は
、
市
内
ロ
ケ
を
控
え
て
延

期
も
手
伝
い
、
フ
ァ
ン
の
関
心
は
い
や
お
う

期
も
手
伝
い
、
フ
ァ
ン
の
関
心
は
い
や
お
う

な
く
高
ま
っ
た
が
、
悪
質
な
デ
マ
が
飛
ぶ
ど

こ
ろ
か
、
ロ
ケ
詐
欺
事
件
も
起
こ
っ
た
。

　

あ
る
旅
館
に
十
数
名
の
男
た
ち
が
ロ
ケ
の

下
調
べ
と
称
し
て
泊
ま
り
込
み
、
上
客
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
豪
遊
、
四
日
も
泊
ま
り
込
ん

で
そ
の
ま
ま
ド
ロ
ン
。
他
に
も
「
主
演
女
優

が
休
む
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
是
非
お
宅
の
店

先
で
休
ま
せ
て
く
れ
」
な
ど
と
言
っ
て
茶
菓

子
を
出
さ
せ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
関

係
者
を
悩
ま
せ
た
。

●
「
こ
こ
に
泉
あ
り
」
後
援
会
を
結
成

　

群
馬
県
で
は
県
内
ロ
ケ
が
観
光
宣
伝
に
役

立
つ
と
、「
こ
こ
に
泉
あ
り
」
後
援
会
を
結

成
、
大
が
か
り
な
援
助
に
乗
り
出
し
た
。
現

在
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
。

7
月
27
日
、
群
馬
会
館
で
そ
の
打
ち
合

わ
せ
が
開
か
れ
、
県
の
観
光
課
長
を
会
長

に
、
北
野
知
事
、
高
崎
市
の
小
島
市
長
等
を

顧
問
に
、
県
教
育
長
、
群
響
の
井
上
房
一
郎

氏
等
を
は
じ
め
、
婦
人
会
長
、
地
協
役
員
な

ど
が
理
事
に
就
任
す
る
こ
と
を
決
め
、
後
援

会
資
金
調
達
の
た
め
に
、
岸
恵
子
ら
出
演
俳

優
の
顔
見
せ
を
か
ね
た
、
に
ぎ
や
か
な
後
援

会
結
成
式
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
結
成
式
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
に
泉
あ
り
」
撮
影
騒
動
記

映画「ここに泉あり」の主演者写真入りの会員券

「
こ
こ
に
泉
あ
り
」
上
映
会
（
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
）

　

平
成
24
年
10
月
21
日
（
日
）

1
回
目
10
時
〜
、
2
回
目
13
時
30
分
〜

　

※
入
場
無
料　

当
日
、
会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。


